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め

に

　
今
目
、
発
達
し
た
資
本
主
義
諸
国
に
於
け
る
革
命
運
動
と
そ
の
展
望

の
問
題
は
、
資
本
主
義
か
ら
杜
会
主
義
に
移
行
す
る
時
期
の
杜
会
主
義

革
命
の
問
題
と
し
て
、
極
め
て
現
実
的
で
重
要
た
意
義
を
も
っ
て
い

る
。　

現
代
ベ
ル
ギ
ー
を
代
表
す
る
マ
ル
ク
ス
理
論
の
第
一
人
者
と
云
わ

れ
る
エ
ル
ネ
ス
ト
・
マ
ソ
デ
ル
は
、
こ
の
移
行
期
に
於
げ
る
労
働
運
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

の
移
態
と
し
て
『
労
働
者
自
主
規
制
、
評
議
会
、
自
主
管
理
』
を
と
り

あ
げ
、
労
働
者
自
主
管
理
の
思
想
は
、
一
世
紀
以
上
に
わ
た
る
歴
史
を

も
つ
も
の
で
あ
り
、
　
「
前
資
本
主
義
的
、
共
同
体
的
起
源
を
も
つ
」
も

の
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
す
な
わ
ち
本
書
は
、
　
「
資
本
か
ら
企
業
に
於

け
る
権
力
を
奪
取
し
、
そ
れ
を
労
働
の
場
に
於
て
、
生
産
過
程
の
主
人

公
た
る
労
働
者
階
級
の
組
織
の
下
に
置
く
こ
と
を
一
世
紀
以
上
に
わ
た

っ
て
労
働
者
に
説
い
て
き
た
ひ
と
つ
の
思
想
と
行
動
の
発
展
の
総
体
を

　
　
　
（
２
）

示
す
こ
と
」
を
目
的
と
し
て
い
る
。
本
書
は
こ
の
目
的
に
従
っ
て
、
労



働
者
自
主
規
制
や
、
労
働
老
経
営
、
労
働
者
権
力
に
関
す
る
理
論
の
発
　
　
的
な
権
力
で
も
あ
り
、
工
場
内
で
と
同
じ
ょ
う
に
政
治
的
に
も
評
議
会
と
結
合
し

展
を
、
起
源
か
ら
始
ま
っ
て
、
一
九
一
七
年
革
命
後
の
ソ
ピ
ェ
ト
の
経
　
　
て
い
る
）
と
、
資
本
に
よ
る
支
配
の
打
倒
の
後
に
実
現
さ
れ
る
と
こ
ろ

験
、
第
一
次
世
界
大
戦
直
後
の
国
際
的
な
革
命
的
昂
揚
、
第
二
次
世
界
　
　
の
「
労
働
者
自
主
管
理
」
と
は
、
一
応
理
論
的
に
区
別
さ
れ
て
い
る
。

犬
戦
ま
で
の
理
論
的
成
果
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
経
験
と
論
争
と
い
　
　
　
す
な
わ
ち
、
　
「
労
働
者
自
主
管
理
」
と
は
、
資
本
に
よ
る
支
配
の
打

う
五
っ
の
歴
史
的
段
階
に
分
げ
て
、
そ
の
間
に
於
げ
る
主
要
な
理
論
家
　
　
倒
の
後
に
実
場
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
・
こ
の
資
本
か
ら
の
解
放
は
・

た
ち
の
文
章
の
抜
粋
を
収
録
し
た
ぽ
う
大
な
理
論
体
系
を
な
す
ア
ン
ソ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
国
家
を
打
倒
し
、
そ
れ
を
労
働
者
国
家
に
よ
っ
て
置
き
か

ロ
ジ
ー
を
構
成
し
て
い
る
。
こ
の
ア
ソ
ソ
目
ジ
ー
の
内
容
の
選
択
に
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
。
そ
の
方
法
つ
ま
り
労
働
の
資
本
か

た
っ
て
、
編
者
マ
ソ
デ
ル
は
、
こ
の
運
動
の
普
遍
的
性
格
を
示
す
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
の
解
放
の
手
段
と
し
て
は
、
労
働
者
の
資
本
に
。
対
抗
す
る
唯
一
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

と
、
労
働
者
評
議
会
の
理
論
の
発
展
の
跡
づ
げ
の
二
点
を
考
慮
し
た
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
方
策
と
し
て
、
　
「
ス
ト
ラ
イ
キ
」
が
あ
り
、
こ
の
「
ス
ト
ラ
イ
キ
」
か

と
説
明
し
て
い
る
。
以
下
、
本
論
の
内
容
は
ぼ
う
大
な
ア
ソ
ソ
ロ
ジ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
コ
一
重
権
力
」
（
資
本
の
国
家
の
権
力
と
、
そ
れ
に
対
す
る
労
働
者
の
対
抗

で
あ
る
が
た
め
に
、
論
評
の
対
象
か
ら
除
外
し
、
序
章
に
於
げ
る
マ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
権
力
）
へ
と
す
す
む
べ
き
で
あ
る
。
従
っ
て
解
放
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
労

デ
ル
自
身
の
見
解
だ
げ
に
問
題
を
限
定
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
働
者
自
主
観
制
１
↓
・
ス
ト
ラ
イ
キ
ー
↓
評
議
会
１
↓
二
重
権
力
１
↓
労

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
働
者
国
家
の
成
立
と
い
う
図
式
を
描
く
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
お
、
帝

　
　
　
Ｈ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
主
義
諸
国
に
あ
っ
て
は
、
先
ず
労
働
者
自
主
規
制
が
あ
っ
て
、
こ
れ

　
さ
て
、
一
世
紀
以
上
に
わ
た
る
歴
史
を
も
ち
、
さ
ら
に
前
資
本
主
義
　
　
に
よ
っ
て
労
働
者
階
級
の
意
識
水
準
を
た
か
め
、
次
に
ス
ト
ラ
イ
キ
と

的
共
同
体
的
起
源
を
も
っ
と
い
わ
れ
る
労
働
者
自
主
管
理
論
と
は
、
如
　
　
い
う
手
段
で
評
議
会
が
作
ら
れ
、
そ
こ
に
二
重
権
力
が
成
立
す
る
。
二

何
な
る
内
容
と
構
成
を
も
つ
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
重
権
力
が
発
展
し
て
労
働
者
国
家
が
成
立
し
、
そ
こ
で
は
労
働
者
の
自

　
マ
ン
デ
ル
に
よ
れ
ぽ
、
資
本
主
義
体
制
の
な
か
で
要
求
さ
れ
る
「
労
　
　
主
管
理
が
お
こ
な
わ
れ
る
と
い
う
あ
ら
ま
し
で
あ
る
。

働
者
自
主
規
制
」
と
、
　
「
労
働
者
権
力
」
（
政
治
的
で
あ
る
と
同
時
に
経
済
　
　
　
こ
の
労
働
の
資
本
か
ら
の
解
放
す
な
わ
ち
自
主
管
理
に
於
て
は
、
商

　
　
　
　
「
現
代
自
主
管
理
論
の
動
向
ー
マ
ン
デ
ル
の
自
主
管
理
論
１
」
（
津
島
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
九
　
（
五
三
一
）
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品
関
係
及
び
労
働
の
杜
会
的
分
業
の
廃
絶
が
目
標
と
た
る
。
す
次
わ
ち
、

労
働
者
の
自
主
管
理
は
、
生
産
関
係
に
於
げ
る
疎
外
か
ら
の
回
復
の
過

程
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
於
て
は
、
　
「
生
産
手
段
の
私
的
所
有
と
、
経
済

の
官
僚
的
管
理
の
廃
止
、
企
業
の
ヒ
ェ
ラ
ル
ヒ
ー
的
構
造
の
廃
絶
」
が

お
こ
な
わ
れ
、
　
「
収
益
性
の
基
準
が
決
定
的
に
放
棄
さ
れ
、
公
共
サ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

ビ
ス
や
杜
会
的
有
益
性
の
基
準
が
採
用
さ
れ
る
」
の
で
あ
る
。

　
本
書
が
二
一
世
紀
に
あ
と
三
〇
年
た
ら
ず
と
い
う
現
代
国
家
独
占
資

本
主
義
の
も
と
に
於
て
、
解
放
の
た
め
の
プ
ロ
セ
ス
た
い
し
手
段
と
し

て
「
労
働
老
自
主
規
制
、
評
議
会
、
自
主
管
理
」
を
と
り
あ
げ
、
現
在

迄
の
歴
史
を
こ
の
基
準
に
従
っ
て
分
類
し
跡
ず
け
る
と
い
う
こ
と
は
、

斬
進
的
な
あ
る
意
味
で
は
画
期
的
な
試
み
と
し
て
、
そ
の
ユ
ニ
ー
ク
性

は
正
当
に
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
も
、
序
論
に
み
ら
れ
る
簡

単
な
ス
ヶ
ツ
チ
か
ら
だ
け
で
も
、
次
の
よ
う
な
間
題
点
が
生
じ
て
く

る
。

　
第
一
に
、
マ
ソ
デ
ル
に
よ
れ
ぱ
、
労
働
者
が
資
本
に
対
抗
す
る
唯
一

の
手
段
は
、
　
「
ス
ト
ラ
イ
キ
」
で
あ
る
と
い
う
場
合
、
そ
の
ス
ト
ラ
イ

キ
を
推
進
す
る
労
働
者
の
組
織
捗
態
と
し
て
、
従
来
迄
の
労
働
組
合
の

役
割
が
軽
ん
畦
ら
れ
、
無
視
た
い
し
排
除
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
マ
ソ
デ
ル
い
わ
く
「
労
働
者
総
体
の
闘
争
は
、
そ
の
す
べ
て
が
、
即

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
〇
（
五
三
二
）

時
的
で
限
定
さ
れ
た
職
業
組
合
的
目
標
か
ら
離
れ
、
資
本
家
権
力
の
一

定
の
拒
否
を
崩
芽
の
う
ち
に
含
む
よ
う
た
闘
争
組
織
の
彫
態
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
（
５
）

問
題
を
提
起
す
る
。
」
「
労
働
者
は
、
み
ず
か
ら
の
階
級
内
部
に
於
げ
る

競
争
を
弱
め
な
い
か
ぎ
り
、
資
本
の
金
融
力
に
対
し
て
自
己
を
防
衛
で

き
た
い
。
そ
れ
故
、
ス
ト
ラ
イ
キ
は
経
営
者
が
労
働
力
を
「
自
由
に
」

購
入
す
る
こ
と
を
、
つ
ま
り
経
営
者
が
労
働
者
に
相
互
の
競
争
を
強
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

る
こ
と
を
阻
止
し
よ
う
と
す
る
。
」
ス
ト
ラ
イ
キ
は
、
「
道
路
及
び
交
通

を
支
配
す
る
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
ジ
ー
の
権
利
」
を
拒
否
し
、
　
「
支
配
的
ブ
ル

ジ
ョ
ァ
・
イ
デ
ォ
ロ
ギ
ー
」
を
も
否
定
す
る
。
ス
ト
ラ
イ
キ
は
、
　
「
搾

取
の
自
由
』
に
対
し
て
闘
争
し
、
又
、
労
働
者
自
身
の
団
結
に
よ
っ
て

労
働
力
の
管
理
を
め
ざ
し
て
闘
う
、
労
働
者
の
権
利
の
労
働
者
自
身
に

　
　
　
　
　
　
（
７
）

よ
る
確
認
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
ス
ト
ラ
イ
キ
の
意
義
と
役
割
を
強
調
し
た
の
ち
、
こ
の
ス

ト
ラ
イ
キ
を
推
進
す
る
母
体
と
し
て
「
組
合
」
で
は
な
く
て
、
　
「
ス
ト

ラ
ィ
キ
委
員
会
」
な
る
紅
織
を
設
定
す
る
の
で
あ
る
。

　
「
ス
ト
ラ
イ
キ
は
、
組
合
に
よ
っ
て
官
僚
的
に
、
つ
ま
り
、
労
働
の

場
か
ら
全
く
遊
離
し
、
そ
こ
へ
は
大
衆
の
脈
を
と
る
た
め
に
時
々
し
か

赴
か
た
い
官
僚
の
手
に
よ
っ
て
指
導
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
う
る
。
又
そ

れ
は
、
組
合
に
よ
っ
て
民
主
主
義
的
に
、
つ
ま
り
そ
の
闘
争
の
展
開
を



み
ず
か
ら
決
定
す
る
権
利
を
持
っ
ス
ト
ラ
ィ
キ
参
加
老
の
組
合
大
会
を
　
　
常
闘
争
を
推
進
す
る
恒
常
的
組
織
移
態
と
し
て
・
ス
ト
ラ
ィ
キ
の
発
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

基
礎
に
し
て
指
導
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
う
る
。
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
る
た
び
に
作
ら
れ
る
「
ス
ト
ラ
ィ
キ
委
員
会
」
な
る
も
の
が
・
実
践

　
　
「
し
か
し
、
闘
争
指
導
の
最
も
民
主
主
義
的
な
形
態
は
、
明
ら
か
　
　
的
で
恒
常
的
な
有
効
性
を
も
ち
う
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
が
間
題
で

に
、
組
合
に
参
加
し
て
い
る
と
否
と
を
間
わ
ず
、
ス
ト
ラ
イ
キ
参
加
者
　
　
あ
る
。

全
員
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
、
定
期
的
に
開
か
れ
る
ス
ト
ラ
イ
キ
参
加
老
　
　
　
ま
た
、
果
た
し
て
労
働
組
合
は
、
解
放
の
た
め
の
武
器
た
り
え
な
い

の
総
会
の
決
定
に
民
主
主
義
的
に
し
た
が
う
ス
ト
ラ
イ
キ
委
員
会
で
あ
　
　
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
９
）

る
。
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
資
本
主
義
の
全
般
的
危
機
と
、
世
界
資
本
主
義
誕
生
の
時
期
に
於
て
、

　
要
す
る
に
、
労
働
者
が
資
本
に
対
抗
す
る
唯
一
の
手
段
は
、
　
「
ス
ト
　
　
ヒ
ト
ラ
ー
の
勝
利
（
一
九
…
二
年
）
後
、
フ
ァ
シ
ス
ト
た
ち
が
フ
ラ
ソ
ス

ラ
ィ
キ
」
で
あ
り
、
こ
れ
は
「
資
本
の
権
威
」
に
対
す
る
労
働
者
の
対
　
　
共
和
国
打
倒
の
企
て
を
し
た
時
に
、
当
時
の
フ
ラ
ソ
ス
労
働
組
合
の
二

抗
権
力
で
あ
る
。
こ
の
ス
ト
ラ
イ
キ
が
発
展
し
て
「
ス
ト
ラ
イ
キ
委
員
　
　
大
組
織
で
あ
っ
た
労
働
総
同
盟
（
Ｃ
・
Ｇ
・
Ｔ
）
と
、
統
一
労
働
総
同
盟

会
」
が
作
ら
れ
、
こ
の
ス
ト
ラ
ィ
キ
委
員
会
が
全
国
的
規
模
で
す
べ
て
　
　
（
Ｃ
．
Ｇ
・
Ｔ
・
Ｕ
）
と
が
、
合
同
で
強
力
な
全
国
一
日
ス
ト
ラ
ィ
キ
を
実

の
企
業
に
形
成
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
委
員
会
が
連
合
し
て
「
地
域
的
労
働
　
　
行
し
（
一
九
三
四
年
二
月
十
二
日
）
、
こ
れ
が
最
初
の
大
規
模
な
ゼ
ネ
ス
ト

者
評
議
会
一
が
誕
生
す
る
。
こ
れ
は
将
来
の
労
働
竃
家
の
基
礎
的
細
で
あ
一
た
と
い
う
過
去
の
歴
史
が
示
し
て
い
る
よ
う
鴛
全
国
的
規
模

胞
と
な
る
も
の
で
、
ペ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ド
の
さ
い
し
よ
の
「
ソ
ビ
ェ
ト
」
　
　
で
の
大
ゼ
ネ
ス
ト
に
し
て
も
・
個
々
の
ス
ト
ラ
イ
キ
に
し
て
も
・
そ
の

（
一
九
〇
五
年
）
は
、
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
と
す
る
。
　
　
　
　
　
　
母
体
と
た
る
労
働
者
の
基
本
的
な
組
織
で
あ
る
労
働
組
合
た
く
し
て
・

　
マ
ソ
デ
ル
に
よ
れ
ぼ
、
　
「
労
働
組
合
」
は
、
資
本
の
支
配
下
に
入
っ
　
　
実
行
不
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
せ
ね
ぼ
な
ら
な
、

て
し
ま
つ
て
、
体
制
内
の
階
級
協
調
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
に
す
ぎ
　
最
近
で
は
、
一
九
六
八
年
五
月
危
機
に
於
け
る
グ
ル
ネ
ル
協
定
の
締

な
い
と
し
て
、
そ
の
意
義
が
軽
視
な
い
し
無
視
さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
結
た
ら
び
に
、
本
書
刊
行
後
二
年
た
っ
た
一
九
七
二
年
六
月
に
於
て
も
・

　
し
か
し
な
が
ら
、
現
実
の
間
題
と
し
て
、
労
働
者
階
級
の
毎
日
の
日
　
　
フ
ラ
ン
ス
共
産
党
と
杜
会
党
の
「
共
同
政
府
綱
領
」
に
よ
る
統
一
が
実

　
　
　
　
「
現
代
自
主
管
理
論
の
動
向
ー
マ
ン
デ
ル
の
自
主
管
理
論
１
」
（
津
島
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
一
　
（
五
三
三
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
二
巻
・
第
三
．
四
合
併
号
）

現
し
、
こ
れ
を
大
労
働
組
合
組
織
で
あ
る
労
働
総
同
盟
（
Ｃ
．
Ｇ
．
Ｔ
）

が
支
持
し
て
い
る
と
い
う
現
実
が
示
す
よ
う
に
、
資
本
主
義
の
も
と
で

は
、
労
働
組
合
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
広
汎
な
大
衆
が
初
歩
的
に

組
織
さ
れ
訓
練
さ
れ
る
大
衆
の
基
本
的
な
組
織
で
あ
り
、
　
「
ト
ラ
ス
ト

化
さ
れ
た
資
本
及
び
そ
の
国
家
に
対
す
る
闘
争
に
於
げ
る
主
要
た
武
器

　
　
　
　
　
　
（
ｕ
）

の
役
目
を
は
た
す
」
の
で
あ
る
。

　
労
働
組
合
の
役
割
と
意
義
を
軽
ん
じ
、
ス
ト
ラ
イ
キ
に
全
幅
の
信
頼

を
お
こ
う
と
す
る
こ
と
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
前
に
於
て
一
世
を
風
魔
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
２
）

し
た
ア
ナ
ル
コ
・
サ
ソ
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
の
裏
返
し
に
通
じ
る
も
の
で
あ

り
、
他
面
に
於
て
「
官
僚
化
し
た
伝
統
的
労
働
運
動
組
織
の
改
良
主
義

　
　
　
　
　
（
１
３
）

や
新
改
良
主
義
」
に
対
置
す
る
も
の
と
し
て
、
労
働
組
合
と
は
別
な

「
前
衛
組
織
」
の
必
要
性
を
と
く
こ
と
は
、
一
九
二
〇
年
段
階
に
み
ら

れ
た
二
重
組
合
主
義
の
誤
ち
を
く
り
か
え
す
こ
と
に
は
な
ら
た
い
で
あ

ろ
う
か
。

　
　
　
「
す
べ
て
の
国
の
共
産
主
義
者
は
、
労
働
組
合
に
加
入
し
て
、
こ

　
れ
を
資
本
主
義
打
倒
と
共
産
主
義
の
た
め
の
意
識
的
な
戦
闘
機
関
に

　
し
な
げ
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
労
働
組
合
運
動
か
ら
自
か
ら
遠
ざ
か
っ
た

　
り
、
別
個
の
労
働
組
合
を
作
為
的
に
作
ろ
う
と
し
た
り
す
る
こ
と
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
４
）

　
す
べ
て
共
産
主
義
運
動
に
と
っ
て
極
め
て
大
き
た
危
険
で
あ
る
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
二
　
（
五
三
四
）

　
レ
ー
ニ
ソ
は
、
当
時
ド
イ
ツ
の
「
左
翼
」
が
、
共
産
主
義
者
が
反
動

的
労
働
組
合
で
活
動
す
る
こ
と
を
否
定
し
、
労
働
組
合
か
ら
脱
退
し
て

全
く
新
し
い
「
労
働
者
同
盟
」
を
作
る
べ
き
だ
、
と
主
張
し
た
の
に
対

　
（
１
５
）

し
て
、
資
本
主
義
は
、
労
働
組
合
を
も
い
わ
ば
遺
産
と
し
て
杜
会
主
義

に
ひ
き
わ
た
す
。
…
…
我
々
は
こ
の
遺
産
か
ら
杜
会
主
義
を
作
り
出
す

以
外
に
方
法
は
な
い
。
…
…
こ
の
よ
う
た
労
働
組
合
を
と
お
る
こ
と
な

し
に
は
、
世
界
中
の
ど
こ
で
も
、
プ
回
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
発
達
は
生
じ

な
か
っ
た
し
、
生
じ
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
た
ら

た
い
。
労
働
組
合
の
上
層
の
反
動
性
と
反
革
命
性
は
、
い
わ
ば
歴
史
の

必
然
で
あ
る
と
、
の
べ
て
い
る
。
　
．

ｏ

次
に
「
あ
ら
ゆ
る
革
命
の
根
本
問
題
に
、
国
家
権
力
の
問
題
で
あ

　
　
　
（
１
６
）

る
」
よ
う
に
、
マ
ソ
デ
ル
に
よ
る
権
力
機
構
の
分
析
の
特
殊
性
が
問
題

と
さ
れ
ね
ぱ
た
ら
た
い
。

　
　
マ
ソ
デ
ル
い
わ
く
「
過
去
の
あ
ら
ゆ
る
杜
会
革
命
は
、
そ
の
国
の

　
基
本
的
富
を
す
で
に
手
中
に
し
て
い
た
杜
会
階
級
を
権
力
に
つ
げ
た
。

　
従
っ
て
そ
れ
は
既
成
事
実
の
確
認
で
し
か
次
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
労

　
働
者
階
級
は
、
自
已
を
政
治
的
に
解
放
し
権
力
を
握
っ
た
瞬
問
、
は

■



　
じ
め
て
生
産
手
段
と
国
民
的
富
を
手
中
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
歴
史
　
　
的
・
軍
事
的
・
文
化
的
・
外
交
的
諸
問
題
の
す
べ
て
に
介
入
す
る
。
そ

　
上
最
初
の
階
級
で
あ
る
。
労
働
者
階
級
は
、
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
国
家
権
力
　
　
れ
は
事
実
上
、
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
ジ
ー
の
あ
ら
ゆ
る
解
決
策
に
自
己
の
階
級

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、

　
を
打
倒
し
な
い
限
り
持
続
的
に
企
業
の
主
人
た
り
統
け
る
こ
と
は
で
　
　
的
解
決
策
を
対
置
す
る
。
こ
の
時
、
真
の
二
重
権
力
が
表
面
に
現
わ
れ

　
き
ず
、
又
資
本
か
ら
物
質
的
生
産
手
段
に
対
す
る
支
配
権
を
奪
取
し
　
　
か
。
ち
ょ
う
ど
ロ
シ
ァ
の
一
九
一
七
年
二
月
革
命
と
一
〇
月
革
命
と
の

　
な
い
限
り
、
資
本
を
国
家
権
力
か
ら
持
続
的
に
排
除
す
る
こ
と
は
で
　
　
間
の
よ
う
に
。
今
や
労
働
老
評
議
会
は
新
た
に
生
ま
れ
出
よ
う
と
し
て

　
　
　
（
１
７
）

　
き
な
い
。
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
る
国
家
の
権
力
機
関
と
し
て
機
能
す
る
。
そ
し
て
最
後
の
決
戦
に
よ

　
そ
し
て
こ
の
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
国
家
権
力
を
打
倒
す
る
た
め
に
は
、
ス
ト
　
　
っ
て
誰
が
勝
利
す
る
か
が
決
め
ら
れ
る
。
す
た
わ
ち
歴
史
に
よ
っ
て
死

ラ
ィ
キ
を
通
じ
た
評
議
会
に
よ
っ
て
〕
一
重
権
力
」
が
移
成
さ
れ
、
　
　
を
宣
告
さ
れ
た
旧
い
ブ
ル
ジ
ヨ
ア
国
家
か
、
今
ま
さ
牝
生
ま
れ
出
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
０
）

コ
一
重
権
力
」
を
通
じ
て
労
働
者
国
家
の
成
立
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
一
　
と
し
て
い
る
若
い
労
働
者
国
家
か
。
」

「
二
重
権
力
の
萌
芽
が
十
分
に
発
展
し
て
現
実
の
も
の
に
転
化
す
る
た
　
　
　
た
し
か
に
ロ
シ
ァ
に
於
て
は
、
一
九
一
七
年
二
月
の
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
民

め
に
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
の
階
級
意
識
に
突
然
の
変
化
を
お
こ
さ
　
　
主
主
義
革
命
を
へ
て
、
一
一
月
七
目
の
杜
会
主
義
革
命
に
至
る
過
渡
期

せ
る
、
っ
ま
り
、
前
方
へ
の
大
き
な
飛
躍
を
可
能
に
さ
せ
る
複
雑
に
か
　
　
に
於
て
、
二
重
権
力
が
存
在
し
た
。
二
重
権
力
の
構
成
は
、
ブ
ル
ジ
ヨ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
８
）

ら
み
あ
っ
た
あ
ら
ゆ
る
有
利
な
条
件
が
必
要
で
あ
る
。
」
「
こ
れ
ら
の
諸
　
　
ア
ジ
ー
の
政
府
で
あ
る
臨
時
政
府
と
、
も
う
一
っ
の
政
府
で
あ
る
、
労

条
件
の
大
部
分
が
、
あ
る
い
は
そ
の
す
べ
て
が
結
合
す
る
と
、
火
花
ひ
　
　
働
者
兵
士
代
表
ソ
ビ
ニ
ト
っ
ま
り
労
働
者
階
級
と
農
民
の
革
命
的
民
主

と
っ
で
突
然
に
爆
発
を
ひ
き
お
こ
す
。
ス
ト
ラ
ィ
キ
は
…
…
二
重
権
力
　
　
主
義
的
機
関
で
あ
っ
て
、
こ
の
政
府
の
性
格
は
、
革
命
的
独
裁
で
あ
る
。

の
境
界
に
ま
で
っ
き
す
す
む
。
そ
の
境
界
が
乗
り
越
え
ら
れ
る
か
否
か
　
　
す
な
わ
ち
中
央
集
権
的
た
国
家
権
力
に
ょ
っ
て
発
布
さ
れ
た
法
律
に
基

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
９
）

は
、
基
本
的
に
は
前
衛
的
労
働
者
の
自
覚
に
か
か
っ
て
い
る
。
」
　
　
　
　
礎
を
お
く
の
で
は
な
く
て
、
革
命
的
奪
取
に
、
下
か
ら
の
人
民
大
衆
の

　
「
労
働
者
は
事
実
上
対
抗
権
力
を
樹
立
す
る
。
そ
の
評
議
会
は
事
実
　
　
直
接
の
発
意
に
直
接
に
基
礎
を
お
く
権
力
で
あ
る
。
こ
の
権
力
は
、
一

上
最
高
権
力
を
倦
称
す
る
。
そ
れ
は
事
実
上
、
国
家
の
政
治
的
・
経
済
　
　
八
七
一
年
の
バ
リ
．
コ
ソ
、
、
、
ユ
ー
ソ
と
同
じ
型
の
権
力
で
あ
る
。
　
「
労

　
　
　
　
「
現
代
自
主
管
理
論
の
動
向
ー
マ
ソ
デ
ル
の
自
主
管
理
論
１
」
（
津
島
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
三
　
（
五
三
五
）

’



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
二
巻
・
第
三
・
四
合
併
号
）

働
者
、
兵
士
代
表
ソ
ビ
ェ
ト
は
、
バ
リ
・
コ
ン
ミ
ュ
ー
ソ
が
作
り
出
し
、

マ
ル
ク
ス
が
〃
労
働
の
経
済
的
解
放
を
な
し
と
げ
る
こ
と
の
で
き
る
、

つ
い
に
発
見
さ
れ
た
政
治
的
彩
態
〃
と
名
付
け
た
、
あ
の
国
家
の
型
を

　
　
　
　
　
（
２
１
）

再
現
し
て
い
る
」
」
　
こ
の
場
合
の
二
重
権
カ
と
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
民
主

主
義
革
命
を
へ
て
、
杜
会
主
義
革
命
に
至
る
過
渡
期
に
於
け
る
国
家
権

力
の
性
質
で
あ
っ
て
、
二
重
権
力
以
前
の
資
本
主
義
国
家
と
、
以
後
の

杜
会
主
義
国
家
と
が
、
そ
れ
ぞ
れ
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
民
主
主
義
革
命
と
杜
会

主
義
革
命
と
に
よ
っ
て
画
期
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
マ
ン
デ
ル

に
於
て
は
、
労
働
者
管
理
の
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
国
家
か

ら
、
二
重
権
カ
に
至
る
、
又
、
二
重
権
力
か
ら
労
働
者
国
家
に
至
る
転

換
、
飛
躍
は
、
ど
う
説
明
さ
れ
、
何
に
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
前
者
に
於
て
は
、
　
「
ス
ト
ラ
イ
キ
が
二
重
権
力
の
境
界
に
ま
で
つ
き

す
す
み
、
そ
の
境
界
が
乗
り
越
え
ら
れ
る
か
否
か
は
、
前
衛
的
労
働
者

　
　
　
　
　
　
（
２
２
）

の
自
覚
に
か
か
る
」
と
い
う
、
っ
き
つ
め
れ
凄
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト

の
階
級
意
識
」
で
あ
り
、
後
老
に
於
て
は
、
　
「
集
中
的
た
政
治
行
動
」

と
い
う
極
め
て
抽
象
的
な
表
現
を
と
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

　
「
国
家
の
打
倒
は
、
工
場
の
積
極
的
な
占
拠
を
伴
う
ゼ
ネ
ラ
ル
・
ス

ト
ラ
イ
キ
を
含
む
ス
ト
ラ
イ
キ
の
”
自
動
的
な
”
帰
結
と
し
て
実
現
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
３
）

れ
た
こ
と
は
決
し
て
な
い
。
」
と
主
張
し
た
が
ら
も
、
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
四
　
（
五
三
六
）

家
を
労
働
者
国
家
に
よ
っ
て
置
き
換
え
、
資
本
か
ら
の
解
放
を
獲
ち
取

る
に
は
「
集
中
的
た
政
治
行
動
」
に
よ
る
と
い
う
何
ら
具
体
的
な
方
策

を
示
さ
な
い
抽
象
的
た
表
現
に
終
っ
て
い
る
。

　
ロ
シ
ア
に
於
て
、
過
渡
期
に
於
け
る
国
家
権
力
の
性
質
は
、
　
コ
一
重

権
力
の
な
か
に
於
け
る
労
農
の
革
命
的
民
主
主
義
独
裁
」
で
あ
っ
た
が
、

マ
ソ
デ
ル
に
よ
れ
ば
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
の
革
命
的
独
裁
と
は
、
一

党
独
裁
で
あ
っ
て
、
内
部
の
民
主
主
義
を
弾
圧
す
る
も
の
で
あ
る
。
資

本
す
な
わ
ち
国
家
の
権
力
に
対
抗
す
る
労
働
者
の
対
抗
権
力
は
、
　
「
プ

日
レ
タ
リ
ア
ー
ト
に
よ
る
権
カ
行
使
の
自
然
た
機
関
」
で
あ
る
「
労
働

老
評
議
会
」
を
通
じ
て
お
こ
た
わ
れ
る
。
「
労
働
者
評
議
会
」
は
、
「
極

め
て
柔
軟
性
に
富
み
、
地
域
的
に
も
職
能
的
に
も
組
織
さ
れ
る
こ
と
が

で
き
、
最
大
限
多
数
の
闘
う
大
衆
を
権
力
の
行
使
に
結
集
す
る
。
…
…

そ
れ
は
労
働
者
の
様
々
た
傾
向
や
党
派
が
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
政
治
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
４
）

に
闘
争
す
る
こ
と
の
で
き
る
闘
技
場
」
と
し
て
こ
の
「
労
働
者
評
議

会
」
に
重
要
た
意
義
を
認
め
て
い
る
。

　
た
し
か
に
、
ロ
シ
ア
に
於
て
一
九
一
七
年
三
月
以
後
、
　
「
特
定
の
企

業
内
の
組
織
、
未
組
織
を
問
わ
ず
、
す
べ
て
の
労
働
者
を
包
含
す
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
５
）

の
型
の
組
織
は
、
全
ロ
シ
ア
に
自
然
発
生
的
に
生
じ
た
」
の
で
あ
り
、

「
当
時
の
ロ
シ
ア
産
業
は
全
国
的
で
た
く
、
地
域
的
で
あ
り
、
全
国
的



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
６
）

労
働
組
合
は
、
ま
だ
非
常
に
弱
く
、
地
方
支
部
を
も
た
な
か
っ
た
」
た

め
に
、
こ
の
形
態
は
成
長
発
展
し
た
。
　
「
当
時
、
工
場
評
議
会
の
形
態

が
、
労
働
老
を
組
織
し
、
ス
ト
ラ
イ
キ
を
指
導
し
、
資
本
主
義
的
生
産

に
対
し
て
労
働
者
管
理
を
実
施
す
る
の
に
特
別
に
効
果
的
で
あ
っ
た
。

工
場
評
議
会
は
、
工
場
を
国
有
化
し
、
初
期
に
は
ソ
ビ
ェ
ト
の
支
配
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
７
）

で
生
産
を
再
開
す
る
の
に
大
事
た
役
割
を
は
た
し
た
」
の
で
あ
る
。

　
従
っ
て
当
時
に
於
て
も
、
多
く
の
労
働
者
は
、
　
「
労
働
組
合
は
廃
物

に
な
っ
た
、
労
働
組
合
の
機
能
は
、
単
に
資
本
主
義
の
も
と
で
労
働
老

の
目
常
利
益
を
ま
も
る
こ
と
だ
、
そ
し
て
工
場
評
議
会
が
、
労
働
者
階

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
８
）

級
の
革
命
的
な
経
済
組
織
で
あ
る
」
と
考
え
た
が
、
ロ
シ
ア
の
共
産
主

義
者
は
、
　
「
無
政
府
主
義
的
な
地
域
的
工
場
委
員
会
に
対
し
て
、
強
力

な
全
国
的
労
働
組
合
組
織
が
必
要
な
こ
と
を
理
解
し
た
。
彼
ら
は
工
場

評
議
会
の
地
方
組
織
を
よ
せ
あ
つ
め
て
工
場
評
議
会
の
全
国
会
議
を
召

集
す
る
こ
と
を
拒
否
し
た
。
そ
し
て
一
九
一
七
年
六
月
の
第
三
回
労
働

組
合
全
国
大
会
で
、
　
〃
工
場
委
員
会
は
諸
組
合
の
地
域
機
関
と
た
ら
ね

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
９
）

ぱ
た
ら
た
い
”
と
決
定
し
た
」
の
で
あ
る
。
以
後
、
「
工
場
評
議
会
は
、

杜
会
主
義
体
制
に
於
て
地
域
諾
組
合
の
す
べ
て
の
細
密
な
機
能
を
は
た

　
　
　
（
３
０
）

し
て
い
る
。
」

　
こ
の
よ
う
に
一
九
一
七
年
段
階
の
ロ
シ
ア
に
於
て
は
、
工
場
評
議
会

は
、
労
働
組
合
の
地
域
機
関
と
し
て
位
置
づ
げ
ら
れ
、
労
働
組
合
は

「
政
府
に
よ
る
国
の
急
速
な
工
業
化
に
と
っ
て
不
可
欠
の
役
割
を
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

す
」
も
の
と
し
て
、
国
家
の
主
要
な
て
こ
、
共
産
主
義
の
学
校
に
変
わ

り
、
党
は
労
働
組
合
を
よ
り
ど
こ
ろ
に
し
て
活
動
す
る
。
「
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
ー
ト
の
独
裁
を
実
現
し
て
い
る
の
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ｉ
ト
で
あ
り
、

こ
の
ソ
ビ
ェ
ト
を
指
導
し
て
い
る
の
は
共
産
党
で
あ
る
。
」
　
こ
の
よ
う

に
、
労
働
組
合
、
党
及
び
国
家
が
、
相
互
に
密
接
な
関
連
を
も
っ
て
機

能
し
て
い
る
の
が
ソ
ビ
ニ
ト
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
の
実
態
で
あ
っ
た
。

マ
ソ
デ
ル
に
於
て
は
、
労
働
組
合
の
地
域
機
関
と
し
て
の
評
議
会
が
、

「
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
に
よ
る
権
力
行
使
の
自
然
な
機
関
」
と
し
て
、

「
事
実
上
、
最
高
権
力
を
借
称
し
、
事
実
上
、
国
家
の
政
治
的
経
済
的

軍
事
的
文
化
的
諾
問
題
の
す
べ
て
に
介
入
す
る
。
…
…
今
や
労
働
者
評

議
会
は
新
た
に
生
ま
れ
出
よ
う
と
し
て
い
る
国
家
の
権
力
機
関
と
し
て

　
　
　
（
３
１
）

機
能
す
る
」
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
於
て
は
、
労
働
者
評
議
会
が
全
能
で

あ
っ
て
、
党
及
び
労
働
組
合
の
役
割
と
意
義
は
、
官
僚
的
中
央
集
権
制

を
生
む
も
の
と
し
て
否
定
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。

以
上
の
マ
ソ
デ
ル
の
見
解
を
、

「
現
代
自
主
管
理
論
の
動
向
ー
マ
ン
デ
ル
の
自
主
管
理
論
－
」
（
津
島
）

パ
リ
・
ロ
ソ
ミ
ュ
ー
ソ
の
歴
史
的
教

二
六
五
　
（
五
三
七
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
二
巻
・
第
三
・
四
合
併
号
）

訓
に
て
ら
し
て
整
理
し
て
み
よ
う
。

　
バ
リ
・
コ
ソ
ミ
ュ
ー
ソ
は
、
世
界
の
労
働
者
に
多
く
の
基
本
的
教
訓

を
教
え
た
が
、
そ
の
第
一
点
、
労
働
者
は
強
力
た
共
産
党
と
、
マ
ル
ク

ス
主
義
的
綱
領
た
く
し
で
は
、
資
本
主
義
を
倒
し
、
杜
会
主
義
を
建
設

し
え
な
い
こ
と
、
第
二
点
、
農
民
と
の
密
接
た
同
盟
は
、
労
働
者
階
級

の
勝
利
に
と
っ
て
根
本
的
に
必
要
で
あ
る
こ
と
、
第
三
点
、
革
命
に
成

功
し
た
労
働
老
は
、
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
国
家
の
機
関
を
、
そ
の
ま
ま
ひ
き
つ

ぐ
こ
と
は
で
き
ず
、
自
分
自
身
の
も
の
を
作
り
出
さ
ね
ば
た
ら
た
い
こ

と
、
第
四
点
、
コ
ソ
ミ
ュ
ー
ソ
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
の
実
現
可
能

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
２
）

性
の
生
き
た
証
明
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
他
多
く
の
も
の
が
あ
る
。

　
第
一
点
に
つ
い
て
、
マ
ソ
デ
ル
は
「
革
命
的
前
衛
」
の
必
要
性
と
役

割
に
つ
い
て
は
強
調
す
る
の
で
あ
る
が
（
「
革
命
的
前
衛
組
織
は
、
革
命
の

勝
利
を
保
証
す
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
」
「
革
命
的
前
衛
組
織
は
、
新
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
３
）

い
権
力
の
官
僚
的
変
質
の
危
険
と
闘
う
た
め
の
不
可
欠
な
道
具
で
あ
る
。
」
）
、
　
一

体
、
　
「
革
命
的
前
衛
」
と
は
何
を
さ
す
の
か
、
そ
の
実
態
は
必
ら
ず
し

も
明
確
で
な
い
。
「
革
命
的
前
衛
」
に
於
け
る
共
産
党
の
役
割
は
、
「
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
４
）

タ
ー
リ
ニ
ス
ト
の
単
一
党
信
奉
老
」
た
ち
の
誤
り
で
あ
る
と
し
て
否
定

す
る
。
　
「
マ
ル
ク
ス
も
レ
ー
ニ
ソ
も
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
独
裁
の
枠
の
中
に

は
単
一
の
党
し
か
存
在
し
う
る
余
地
は
た
い
と
か
、
労
働
者
階
級
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
六
　
（
五
三
八
）

自
体
は
単
一
の
党
に
よ
っ
て
し
か
代
表
さ
れ
な
い
と
か
す
る
ば
か
げ
た

原
則
を
主
張
し
は
し
な
か
っ
た
。
逆
に
労
働
運
動
の
す
べ
て
の
経
験
は
、

労
働
者
階
級
を
代
表
す
る
複
数
の
潮
流
や
党
派
が
、
杜
会
的
分
化
や
、

プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
内
部
の
不
可
避
的
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
分
化
に
相

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
５
）

応
し
て
存
在
す
る
こ
と
を
教
え
て
い
る
。
」

　
注
目
す
べ
き
は
、
　
「
革
命
的
前
衛
」
組
織
に
於
て
は
「
分
派
の
権
利

や
新
党
結
成
の
自
由
」
が
、
　
「
有
効
性
と
い
う
観
点
か
ら
も
必
要
と
さ

　
（
３
６
）

れ
る
」
の
で
あ
る
。
　
「
組
織
や
党
の
内
都
で
分
派
を
組
織
的
に
構
築
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
７
）

る
こ
と
は
、
論
争
の
明
確
化
を
可
能
に
す
る
。
」

　
「
権
力
に
つ
い
て
い
る
党
は
、
新
党
結
成
を
抑
圧
す
る
と
不
可
避
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
８
）

に
自
ら
の
内
部
の
民
主
主
義
を
弾
圧
す
る
こ
と
に
た
る
。
」
が
故
に
、

「
革
命
的
前
衛
」
組
織
と
は
「
労
働
者
階
級
を
代
表
す
る
複
数
の
潮
流

や
党
派
の
結
果
」
と
で
も
解
す
べ
き
で
あ
り
、
国
民
的
前
衛
は
「
革
命

　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
９
）

的
イ
ソ
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」
の
存
在
を
も
可
能
に
す
る
。
こ
の
「
革
命
的

前
衛
組
織
」
は
「
労
働
者
評
議
会
」
の
組
織
を
可
能
に
し
、
　
「
プ
回
レ

タ
リ
ア
ー
ト
が
権
力
を
行
使
す
べ
き
範
囲
を
明
確
に
す
る
こ
と
に
よ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
（
４
０
）

て
そ
れ
を
決
定
的
に
容
易
に
す
る
。
」
「
前
衛
党
の
必
要
性
は
、
労
働
者

評
議
会
に
於
げ
る
大
衆
組
織
そ
れ
自
体
の
必
要
に
し
て
不
可
欠
の
補
完

　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
１
）

物
と
し
て
理
解
さ
れ
る
」
の
で
あ
る
。



　
又
、
マ
ル
ク
ス
主
義
的
「
綱
領
」
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
、
認
め
て

い
る
。
す
な
わ
ち
「
過
渡
的
綱
領
一
が
、
マ
ソ
デ
ル
の
い
う
第
三
次
産

業
革
命
に
も
と
づ
く
現
代
国
家
独
占
資
本
主
義
段
階
に
於
け
る
労
働
者

管
理
の
た
め
の
闘
争
に
と
っ
て
、
そ
の
必
要
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

「
労
働
者
管
理
の
た
め
の
闘
争
は
、
過
渡
的
要
求
の
た
め
の
闘
争
の
最

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
２
）

も
典
型
的
な
例
な
の
で
あ
る
。
」
「
過
渡
的
要
求
の
戦
略
は
、
労
働
者
の

現
実
的
な
日
常
的
闘
争
と
資
本
主
義
の
打
倒
と
い
う
歴
史
的
目
標
と
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
３
）

切
り
離
さ
れ
て
い
る
（
二
元
論
）
こ
と
を
克
服
し
よ
う
と
す
る
。
」

　
マ
ソ
デ
ル
に
ょ
れ
ば
、
一
九
六
〇
年
以
降
、
過
去
一
〇
年
間
に
於
げ

る
政
治
経
済
状
勢
と
階
級
関
係
の
変
化
は
二
つ
の
基
本
的
方
向
す
た
わ

ち
、
第
三
次
産
業
革
命
に
。
よ
る
国
内
的
及
び
国
際
的
「
経
済
計
画
」
へ

の
方
向
と
、
資
本
主
義
体
制
の
世
界
的
規
模
で
の
弱
体
化
に
そ
っ
て
、

「
労
働
力
」
の
内
容
の
変
化
と
、
資
本
と
賃
労
働
の
関
係
の
変
化
を
も

た
ら
し
、
　
「
階
級
闘
争
の
重
心
は
国
民
所
得
の
分
配
の
問
題
か
ら
労
働

及
び
生
産
組
織
の
問
題
へ
、
つ
ま
り
資
本
主
義
的
生
産
関
係
そ
れ
自
体

　
　
　
　
　
　
（
４
４
）

の
問
題
へ
と
移
る
。
」
の
で
あ
る
。
　
そ
し
て
「
労
働
者
は
も
は
や
資
本

が
工
場
及
び
経
済
の
主
人
で
あ
る
こ
と
を
認
め
な
い
。
そ
れ
は
も
は
や

資
本
主
義
経
済
の
論
理
、
つ
ま
り
利
潤
の
論
理
を
認
め
な
い
。
そ
れ
は

別
の
原
理
　
　
自
ら
の
利
益
に
か
た
っ
た
杜
会
主
義
の
原
理
　
　
を
基

　
　
　
　
「
現
代
自
主
管
理
論
の
動
向
ー
マ
ソ
デ
ル
の
自
主
管
理
論
１
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
５
）

　
礎
に
し
て
経
済
を
再
編
し
よ
う
と
す
る
。
」

　
　
第
二
点
、
農
民
と
の
密
接
な
同
盟
に
つ
い
て
、
序
論
に
み
ら
れ
る
範

　
囲
で
は
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
バ
リ
・
コ
ソ
ミ
ュ
ー
ソ
が
農
民
を
ひ
き

　
入
れ
る
こ
と
な
く
崩
壊
し
、
ロ
シ
ア
革
命
が
、
貧
農
層
を
ひ
き
入
れ
る

　
こ
と
に
よ
っ
て
成
功
し
た
よ
う
に
、
農
民
の
位
置
づ
け
の
問
題
は
重
要

　
で
あ
る
が
、
　
「
過
渡
的
綱
領
」
に
於
て
も
、
　
「
革
命
的
前
衛
」
に
於
て

　
も
、
農
民
の
位
置
づ
げ
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

　
　
第
三
点
、
国
家
の
問
題
に
つ
い
て
「
国
家
の
打
倒
は
、
工
場
の
積
極

　
的
な
占
拠
を
伴
う
ゼ
ネ
ラ
ル
・
ス
ト
ラ
イ
キ
を
含
む
ス
ト
ラ
イ
キ
の
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
６
）

　
動
的
た
帰
結
と
し
て
実
現
さ
れ
た
こ
と
は
決
し
て
た
い
。
」
と
主
張
し

　
て
、
革
命
的
サ
ソ
デ
ィ
ヵ
リ
ズ
ム
や
評
議
会
共
産
主
義
者
や
、
最
近
の

　
改
良
主
義
、
ジ
ル
・
マ
ル
チ
ネ
や
、
Ｃ
・
Ｆ
・
Ｄ
・
Ｔ
の
考
え
を
批
判
し

　
て
い
る
よ
う
に
、
国
家
の
階
級
性
並
び
に
国
家
権
力
打
倒
の
必
要
性
は

　
認
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
国
家
を
打
倒
し
て
「
労
働
者
国

　
家
」
を
建
設
す
る
が
、
こ
の
労
働
者
国
家
は
、
　
「
誕
生
と
同
時
に
消
滅

　
　
　
　
　
　
　
（
４
７
）

　
し
は
じ
め
る
国
家
」
で
あ
っ
て
、
た
だ
し
、
　
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の

　
革
命
的
独
裁
」
に
も
と
づ
く
国
家
で
は
た
く
て
、
労
働
者
の
自
主
的
生

　
産
管
理
に
も
と
づ
く
評
議
会
組
織
に
よ
る
「
労
働
者
国
家
」
で
あ
る
。

　
　
第
四
点
、
マ
ソ
デ
ル
に
と
っ
て
、
コ
ソ
ミ
ュ
ー
ソ
は
、
　
「
プ
ロ
レ
タ

（
津
島
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
七
　
（
五
三
九
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
二
巻
・
第
三
・
四
合
併
号
）

リ
ア
独
裁
の
実
現
可
能
性
の
生
き
た
証
明
」
で
は
な
く
て
、
何
よ
り
も

労
働
者
管
理
の
第
一
歩
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

陶

　
さ
て
、
資
本
主
義
か
ら
共
産
主
義
へ
の
移
行
の
段
階
す
な
わ
ち
政
治

上
の
過
渡
期
に
於
け
る
民
主
主
義
の
間
題
に
つ
い
て
、
マ
ン
デ
ル
は
ど

の
よ
う
な
見
解
を
示
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。

　
過
渡
期
に
於
げ
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
の
革
命
的
独
裁
を
認
め
た
い

マ
ソ
デ
ル
は
、
　
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
に
よ
る
権
カ
行
使
の
自
然
た
機

関
」
と
し
て
、
「
労
働
者
評
議
会
」
を
設
定
し
、
こ
の
評
議
会
は
、
「
何

よ
り
も
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
的
杜
会
主
義
的
民
主
主
義
の
た
め
の
理
想
的
な

　
　
　
　
　
　
（
姻
）

枠
組
を
作
り
出
す
」
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
労
働
者
の
様
々
な
傾
向
や

党
派
が
イ
デ
ォ
ロ
ギ
ー
的
に
政
治
的
に
闘
争
す
る
こ
と
の
で
き
る
闘
技

　
　
　
（
４
９
）

場
で
あ
る
。
」
　
こ
う
し
て
「
ブ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
に
よ
る
権
力
行
使
の

自
然
た
機
関
」
と
し
て
の
「
労
働
者
評
議
会
」
に
よ
っ
て
「
杜
会
主
義

的
民
主
主
義
」
が
行
使
さ
れ
、
こ
の
「
評
議
会
の
民
主
主
義
は
、
大
衆

に
対
す
る
宣
伝
手
段
（
新
聞
、
ラ
ジ
ォ
、
テ
レ
ビ
）
の
利
用
や
、
宣
伝
資

材
の
使
用
、
組
合
大
会
そ
の
他
へ
の
出
入
り
な
ど
に
関
す
る
、
杜
会
主

義
的
合
法
性
を
尊
重
す
る
す
べ
て
の
労
働
者
グ
ル
ー
プ
の
自
由
を
意
味

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
八
　
（
五
四
〇
）

　
（
５
０
）

す
る
」
の
で
あ
る
。

　
評
議
会
に
よ
る
杜
会
主
義
的
民
主
主
義
は
、
す
べ
て
の
労
働
老
グ
ル

ー
プ
の
自
由
を
意
味
す
る
と
い
う
マ
ソ
デ
ル
の
主
張
の
裏
に
は
、
ソ
連

邦
や
そ
の
衛
生
国
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
に
於
て
は
、
一
党
独
裁
に
よ

っ
て
内
部
の
民
主
主
義
が
弾
圧
さ
れ
、
労
働
者
に
と
っ
て
自
由
は
た
い

と
い
う
現
実
的
な
批
判
が
あ
る
。
　
「
権
力
に
あ
る
党
の
み
が
新
聞
や
大

衆
的
宣
伝
手
段
を
自
由
に
使
用
で
き
る
と
い
う
考
え
、
そ
れ
の
み
が
す

べ
て
の
新
聞
の
編
集
者
を
任
命
し
、
情
報
に
対
す
る
検
閲
を
実
施
す
る

権
利
を
持
つ
と
い
う
考
え
は
、
　
『
国
家
と
革
命
』
に
於
て
展
開
さ
れ
た

ソ
ビ
ェ
ト
民
主
主
義
に
関
す
る
レ
ー
ニ
ソ
主
義
的
原
則
の
誰
の
目
に
も

　
　
　
　
　
　
　
（
５
１
）

明
ら
か
た
歪
曲
で
あ
る
。
」

　
し
か
し
た
が
ら
、
民
主
主
義
の
間
題
は
同
時
に
国
家
の
問
題
で
あ
る
。

「
国
家
の
廃
絶
は
同
時
に
又
民
主
主
義
の
廃
絶
で
も
あ
り
、
国
家
の
死

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
２
）

滅
は
、
民
主
主
義
の
死
滅
で
あ
る
」
と
教
え
た
レ
ー
ニ
ソ
に
於
て
は
、

資
本
主
義
か
ら
共
産
主
義
へ
の
移
行
に
と
も
な
う
「
政
治
上
の
過
渡

期
」
に
於
け
る
国
家
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
革
命
的
独
裁
で
し
か

あ
り
え
ず
、
こ
の
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
の
独
裁
は
、
民
主
主
義
を
大

幅
に
拡
大
し
、
こ
の
民
主
主
義
は
は
じ
め
て
、
富
老
の
た
め
の
民
主
主

義
で
は
な
し
に
、
貧
老
の
た
め
の
民
主
主
義
、
人
民
の
た
め
の
民
主
主



（
５
３
）

義
」
を
も
た
ら
す
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
　
「
こ
れ
と
同
時
に
、
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
ー
ト
の
独
裁
は
、
抑
圧
者
・
搾
取
者
・
資
本
家
に
対
し
て
一
種

の
自
由
の
除
外
例
を
も
う
げ
る
。
…
…
人
民
の
多
数
者
の
た
め
の
民
主

主
義
と
、
搾
取
者
、
人
民
の
抑
圧
者
の
暴
力
的
抑
圧
、
す
な
わ
ち
民
主

主
義
か
ら
の
排
除
、
こ
れ
が
、
資
本
主
義
か
ら
共
産
主
義
に
移
行
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
４
）

さ
い
民
主
主
義
の
こ
う
む
る
形
態
変
化
で
あ
る
。
」
共
産
主
義
杜
会
で
、

は
じ
め
て
本
当
の
完
全
な
民
主
主
義
が
実
現
さ
れ
、
国
家
従
っ
て
民
主

主
義
も
死
滅
し
は
じ
め
る
の
で
あ
る
。
　
「
そ
の
と
き
は
じ
め
て
、
国
家

は
消
減
し
自
由
を
論
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
た
る
。
そ
の
と
き
は

じ
め
て
、
本
当
に
完
全
次
民
主
主
義
、
本
当
に
た
ん
の
除
外
例
も
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
５
）

民
主
主
義
が
可
能
と
な
り
、
実
現
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
」

　
マ
ソ
デ
ル
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
過
渡
期
に
於
げ
る
「
除
外
例
」
が
、

「
一
党
独
裁
に
よ
る
内
部
の
民
主
主
義
の
弾
圧
」
と
い
う
形
で
受
げ
取

め
ら
れ
、
同
時
に
民
主
主
義
と
国
家
の
問
題
は
、
表
裏
一
体
の
も
の
と

し
て
は
と
ら
え
ら
れ
て
い
な
い
。
　
「
労
働
老
国
家
」
の
「
誕
生
と
同
時

に
死
減
し
は
じ
め
る
」
過
程
は
と
ら
え
ら
れ
て
も
、
そ
れ
と
民
主
主
義

と
の
関
連
が
言
及
さ
れ
な
い
以
上
、
マ
ソ
デ
ル
の
い
う
「
評
議
会
の
民

主
主
義
」
及
び
「
民
主
主
義
的
自
由
」
な
る
も
の
の
階
級
的
内
容
は
、

極
め
て
不
明
瞭
た
も
の
と
た
ら
ざ
る
を
え
た
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
「
現
代
自
主
管
理
論
の
動
向
－
マ
ン
デ
ル
の
自
主
管
理
論
１
」

　
　
ま
た
現
代
国
家
独
占
資
本
主
義
段
階
に
於
て
は
、
国
家
機
関
の
独
占

　
体
へ
の
従
属
は
量
的
に
強
ま
る
ば
か
り
で
な
く
、
質
的
に
も
強
化
さ
れ

　
て
お
り
、
政
治
的
上
部
構
造
と
し
て
の
民
主
主
義
の
問
題
は
、
国
家
独

　
占
資
本
主
義
に
敵
対
す
る
も
の
と
し
て
、
大
衆
の
反
独
占
的
民
主
主
義

　
運
動
を
成
長
さ
せ
る
の
で
あ
る
が
、
マ
ソ
デ
ル
に
あ
っ
て
は
、
経
済
的

　
土
台
と
し
て
の
国
家
独
占
資
本
主
義
と
、
そ
れ
に
敵
対
す
る
上
部
構
造

　
と
し
て
の
民
主
主
義
と
の
関
連
の
問
題
も
、
正
し
く
把
握
さ
れ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
６
）

　
と
は
い
い
が
た
い
の
で
あ
る
。
　
（
一
九
七
三
年
八
月
一
五
日
脱
稿
）

　
　
　
（
ユ
）
ｏ
；
簗
昌
彗
宣
一
８
ま
『
・
ル
一
¢
ｇ
ま
ｇ
８
易
ｏ
豪
◎
后
ま
婁
一

　
　
　
　
　
竃
ａ
胴
窃
ま
ｐ
彗
亭
◎
－
◎
ｏ
ｑ
－
¢
（
饒
彗
怜
ｏ
庁
昌
轟
潟
『
９
寝
Ｈ
げ
Ｈ
彗
◎
）

　
　
　
　
　
最
近
出
版
さ
れ
た
訳
書
の
表
題
は
、
「
労
働
者
管
理
、
評
議
会
、
自
主

　
　
　
　
　
管
理
」
（
榊
原
彰
治
訳
、
柘
植
書
房
）
と
な
っ
て
い
る
が
、
Ｏ
◎
鼻
邑
¢

　
　
　
　
　
◎
巨
く
ま
『
の
訳
は
、
労
働
者
管
理
よ
り
も
自
主
規
制
な
い
し
労
働
者
統

　
　
　
　
　
制
の
方
が
適
訳
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
　
　
（
２
）
　
董
£
ｏ
．
べ
．
訳
書
　
三
頁
。

　
　
　
（
３
）
　
董
ｅ
り
．
。
◎
・
訳
書
　
三
頁
。

　
　
　
（
４
）
　
巨
ｅ
Ｐ
ｏ
．
ｏ
～
ｏ
。
べ
。
訳
書
　
八
－
九
頁
。

　
　
　
（
５
）
～
（
７
）
量
汗
り
・
り
．
訳
書
　
五
頁
。

　
　
　
（
８
）
童
３
り
・
旨
・
訳
書
　
七
頁
。

　
　
　
（
９
）
婁
ｑ
二
や
一
一
・
訳
書
　
七
頁
。

　
　
　
（
１
０
）
　
Ｗ
・
Ｚ
・
フ
オ
ス
タ
ー
著
「
世
界
労
働
組
合
運
動
史
」
下
巻
（
大
月

　
　
　
　
　
書
店
）
二
一
〇
頁
。

（
津
島
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
九
　
（
五
四
一
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
二
巻
・
第
三
．
四
合
併
号
）

（
ｕ
）
同
掲
書
　
ニ
ニ
頁
。

（
１
２
）
　
ア
ナ
ル
コ
・
サ
ソ
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
と
は
、
周
知
の
よ
う
に
労
働
組
合

　
　
と
労
働
担
合
活
動
に
す
ぺ
て
の
信
頼
を
お
き
、
組
合
は
労
働
者
階
級
の

　
　
唯
一
の
組
織
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
で
労
働
者
の
利
益
を
代
表
で
き
る
、

　
　
労
働
者
階
級
の
党
が
な
く
と
も
労
働
組
合
だ
げ
で
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
ジ
ー
に

　
　
勝
利
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
、
労
働
者
階
級
の
政
治
闘
争
を
否
定

　
　
し
、
ブ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
政
治
支
配
を
否
定
し
、
生
産
手
段
を
国
家

　
　
に
で
は
た
く
、
労
働
組
合
に
う
つ
す
こ
と
を
目
標
と
す
る
も
の
。

（
１
３
）
　
婁
３
Ｐ
一
べ
．
訳
書
　
一
四
頁
。

（
１
４
）
　
レ
ー
ニ
ソ
『
共
産
主
義
に
於
け
る
左
翼
小
児
病
』
マ
ル
ク
ス
、
レ
ー

　
　
ニ
ソ
主
義
原
典
選
書
、
青
木
書
店
版
、
五
九
頁
。

（
１
５
）
同
掲
書
　
四
九
－
五
二
頁
。

（
１
６
）
　
レ
ー
ニ
ソ
全
集
、
第
二
四
巻
　
二
一
頁
。

（
１
７
）
旨
声
一
や
一
心
・
訳
書
九
頁
。

（
１
８
）
ま
３
Ｐ
Ｈ
・
。
・
訳
書
九
頁
。

（
１
９
）
婁
３
Ｐ
一
・
。
・
訳
書
　
一
〇
頁
。

（
２
０
）
婁
ｅ
や
声
訳
書
　
二
２
二
一
頁
。

（
２
１
）
　
レ
ー
ニ
ソ
全
集
、
第
二
四
巻
　
二
一
頁
。

（
２
２
）
婁
汗
Ｐ
峯
訳
書
　
一
〇
頁
。

（
２
３
）
婁
ｅ
り
』
ｏ
。
・
訳
書
　
二
五
頁
。

（
２
４
）
婁
ｅ
や
ｏ
．
Ｈ
．
訳
書
　
二
八
頁
。

（
２
５
）
～
（
３
０
）
　
フ
オ
ス
タ
ー
、
前
掲
書
下
巻
　
一
八
～
一
九
頁
。

（
３
１
）
　
昌
Ｕ
巨
二
や
旨
・

（
３
２
）
　
フ
オ
ス
タ
ー
、
前
掲
書
上
巻
八
二
頁
。

（
３
３
）
婁
｛
。
Ｐ
鼻
訳
書
四
一
頁
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
〇
　
（
五
四
二
）

（
３
４
）
婁
３
り
・
タ
訳
書
　
四
二
頁
。

（
３
５
）
（
３
６
）
婁
３
Ｐ
。
。
ド
訳
書
　
二
九
頁
。

（
３
７
）
婁
｛
二
〇
・
拝
訳
書
　
四
一
頁
。

（
３
８
）
　
ま
ｑ
・
一
り
・
。
。
ド
訳
書
　
二
九
頁
。

（
３
９
）
～
（
４
１
）
婁
３
Ｐ
拝
訳
書
　
四
一
頁
。

（
４
２
）
婁
ｅ
匂
．
鼻
訳
書
　
一
五
頁
。

（
４
３
）
婁
ｑ
二
〇
．
鼻
訳
書
　
一
四
頁
。

（
４
４
）
（
４
５
）
肇
戸
Ｐ
琴
訳
書
　
一
七
頁
。

（
４
６
）
婁
ｅ
ｏ
．
撃
訳
書
　
二
五
頁
。

（
４
７
）
婁
号
や
ｏ
。
。
。
．
訳
書
　
三
〇
頁
。

（
４
８
）
（
４
９
）
婁
早
勺
・
。
。
ド
訳
書
　
二
八
頁
。

（
５
０
）
婁
ｏ
二
Ｐ
・
。
ド
訳
書
　
二
九
頁
。

（
５
１
）
巨
｛
．
一
Ｐ
ｏ
。
。
。
．
訳
書
　
三
〇
頁
。

（
５
２
）
　
レ
ー
ニ
ソ
全
集
、
第
二
五
巻
四
九
二
頁
。

（
５
３
）
（
５
４
）
　
レ
ー
ニ
ソ
全
集
、
第
二
五
巻
　
四
九
七
頁
。

（
５
５
）
同
掲
書
　
五
〇
〇
頁
。

（
５
６
）
　
マ
ソ
デ
ル
の
特
徴
的
な
国
家
独
占
資
本
主
義
理
解
（
す
た
わ
ち
彼
に

　
　
と
っ
て
は
、
現
代
は
国
家
独
占
資
本
主
義
で
は
た
く
て
、
第
三
次
産
業

　
　
革
命
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